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M
U
D
が
注
目
・
必
要
と
さ
れ
る
理
由

M
U
D
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と

M
U
D
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
協
会　

理
事

　

阿
部
浩
之 

氏

平
成
24
年
11
月
2
日
（
金
）、
東
桜
会
館
に

お
い
て
「
な
ぜ
企
業
は
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
（
以
下
、
M
U
D
）
に
注

目
し
必
要
と
す
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
セ

ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

M
U
D
と
は
印
刷
物
や
看
板
・
W
E
B
な

ど
の
標
示
物
を
よ
り
わ
か
り
易
く
『
文
字
や

色
の
使
い
方
、
情
報
内
容
・
情
報
伝
達
方
法

な
ど
に
配
慮
し
よ
う
』
と
い
う
考
え
方
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な

が
ら
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
、
意
識
す

る
事
、
実
際
の
手
法
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

M
U
D
は
年
齢
や
能
力
に
関
わ
り
な
く
、

全
て
の
生
活
者
に
対
し
て
適
合
す
る
デ
ザ
イ

ン
を
目
指
す
考
え
方
で
す
。

日
本
人
口
約
一
億
二
千
八
百
万
人
の
内
、

高
齢
者
は
二
千
九
百
二
十
五
万
人
、
色
覚
障

▶
講
師　

阿
部
浩
之
氏

が
い
者
の
方
は
三
百
二
十
万
人
に
上
り
ま
す
。

効
果
的
な
告
知
・
宣
伝
の
た
め
に
は
健
常
者

だ
け
で
な
く
、
中
・
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
々
に
も
配
慮
し
た
伝
え
方
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
多
く
の
企
業
が
M
U
D
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
自
治
体
で
は
既
に
各
自
治
体
で

印
刷
物
に
対
す
る
指
針
を
制
作
し
て
お
り
、

M
U
D
へ
の
意
識
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

U
D
の
原
点
は
、
日
常
感
じ
る
色
々
な
不

便
を
理
解
す
る
事
で
す
。
健
常
者
に
と
っ
て

は
不
便
の
無
い
こ
と
で
も
、
必
ず
し
も
中
・

高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ
て
は
同
様
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
を
行
う
に
は
、『
伝
え
た
い
情
報
を
最
適
化
』

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
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年
齢
や
能
力
に
影
響
さ
れ
ず
に
読
み
や
す
い
書
体

は
、『
視
認
性
が
高
く
、読
み
や
す
い
」
書
体
で
す
。
そ

れ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
作
ら
れ
た
U
D
フ
ォ
ン
ト

は
、書
体
自
体
の
ふ
と
こ
ろ
が
広
く
、
シ
ン
プ
ル
で
、対

称
的
な
文
字
が
し
っ
か
り
と
区
別
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
書

体
で
あ
り
、M
U
D
に
有
効
的
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
行
間
も
字
詰
め
の
量
に
よ
っ
て
適
切
な
行
間
を

作
る
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
組
版
を
行
う

事
が
出
来
ま
す
。
例
え
ば
21
字
詰
の
場
合
は
行
間
は
狭

め
が
適
切
と
な
り
ま
す
し
、
45
字
詰
の
場
合
に
は
、
21

字
詰
の
時
と
比
べ
て
行
間
を
広
め
に
取
る
こ
と
で
、
見

や
す
い
誌
面
を
作
る
事
が
出
来
ま
す
。

書
体
の
工
夫

誰
も
が
分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
す
る
た
め
に
必
要

と
考
え
ら
れ
て
い
る
事
は
、『
書
体
や
組
版
へ
の
配
慮
、
色
の

使
い
方
へ
の
配
慮
、
新
し
い
手
法
の
利
用
』
の
３
点
を
意
識
す

る
事
で
す
。
全
く
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
も
、
書
体
や
行
間
・
文

字
サ
イ
ズ
、
色
を
少
し
で
も
意
識
す
る
こ
と
で
、
見
や
す
さ
は

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

従来のフォントを使用したパンフレット

UDフォントを使用したパンフレット

分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
た
め
に

同
じ
書
体
・
ベ
ー
ス
色
を
使
用
し
て
い
て
も
、
色
の

組
み
合
わ
せ
を
代
え
た
り
、
一
手
間
増
や
す
だ
け
で
可

読
性
を
向
上
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。。

色
の
工
夫

M
U
D
を
行
う
上
で
は
、
従
来
の
媒
体
に
縛
ら
れ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
子
媒
体
や
よ
り
新
し
い
技
術
を
組
み
合
わ
せ

る
事
も
必
要
で
す
。

M
U
D
を
意
識
す
る
上
で
最
も
大
切
な
事
は
『
健
常
者
が
見

や
す
く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
こ
と
』『
障
が
い
者
も
そ
の
違
い

が
わ
か
る
こ
と
』
の
２
点
で
す
。

「
ど
ん
な
手
法
で
表
現
す
る
か
」
と
い
う
事
よ
り
も
『
見
る

方
々
へ
の
気
遣
い
を
す
る
こ
と
』
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
今
後

更
に
意
識
が
必
要
な
事
と
な
っ
て
ゆ
く
事
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 新

し
い
技
術
の
積
極
的
利
用
に

ま 

と 

め

色
覚
障
が
い
者
の
方
の
見
え
方

M
U
D
を
知
る
に
は
、
高
齢
者
や
色
覚
障
が
い
の
方
に
は
実

際
ど
う
見
え
る
の
か
を
知
る
事
が
ま
ず
は
大
切
で
す
。
特
に
視

覚
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
情
報
の
87
%
は
視
覚
メ
デ
ィ
ア
か

ら
受
け
取
り
ま
す
の
で
、
そ
の
重
要
性
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
方
の
見
え
方

高
齢
者
の
場
合
、
老
眼
・
白

内
障
・
弱
視
な
ど
が
原
因
と
な

り
、
見
え
に
く
い
と
い
う
状
況

が
発
生
し
ま
す
。
例
え
ば
白
内

障
を
患
う
高
齢
者
の
場
合
、
次

の
よ
う
に
全
体
的
に
濁
っ
た
よ

う
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

色
覚
障
が
い
者
の
方
の
場
合
、

型
に
よ
っ
て
見
え
方
が
異
な
り

ま
す
が
、ど
の
型
に
対
し
て
も

言
え
る
こ
と
は
、組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
は
全
く
区
別
な
く
見

え
て
し
ま
う
と
い
う
事
で
す
。

意識が無いまま作成が行われると、障がい者の方には
認識が出来ない可能性が発生します。

年
齢
や
能
力
に
よ
る
見
え
方
の
違
い

22



VOL.142 2012.12.14

富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
（
渥
美
守
弘
社
長
、
以
下
、

Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
）
は
、
11
月
13
日
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
新
会
社
発
足
の

説
明
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
約
四
百
名
の
印
刷
関
連
業
界
人
が
参
集
。
世

界
視
点
で
日
本
市
場
の
活
性
化
を
目
指
す
新
体

制
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事
業
の

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
、
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
古
森
重
隆
代
表
取
締
役
会
長
は
次
の
よ

う
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

「
富
士
フ
イ
ル
ム
の
事
業
は
多
角
化
し
、
６
つ

の
事
業
に
重
点
を
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

そ
の
中
で
、
印
刷
・
製
版
事
業
は
特
に
重
要
な

も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
本
日
の
よ
う
に
、
印
刷
・

製
版
業
界
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
近

況
や
新
鮮
な
意
見
が
聞
け
る
機
会
は
、
私
に
と

っ
て
大
変
重
要
で
貴
重
な
時
間
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
新
し
い
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
で
は
、

日
本
か
ら
世
界
に
、
世
界
か
ら
日

本
に
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
方
の

も
と
に
、
最
新
の
オ
ン
リ
ワ
ン
、

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
企
業
を
目
指
し

て
い
く
」。

続
い
て
、
渥
美
守
弘
社
長
が
挨

拶
に
立
ち
、「
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
富
士

フ
イ
ル
ム
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
事
業
部
と
富
士
フ
イ
ル
ム
シ

ン
プ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
事
業
を
継
承
し
、
富
士

フ
イ
ル
ム
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
ズ
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
」
と
、
新

会
社
発
足
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
、
設
立
の

目
的
に
つ
い
て
、「〝
世
界
の
力
を
『
日
本
』
の

力
に
、『
新
た
な
挑
戦
』
の
推
進
力
に
〞こ
れ
が

私
ど
も
新
生
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
」

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
に
入
る
前
に
、
新
会
社
の
役
員
が
紹

介
さ
れ
、
吉
田
整
代
表
取
締
役
会
長
の
音
頭
で

乾
杯
し
懇
談
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
製
造
・
開

発
拠
点
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
」
と
世
界
戦
略
の
全
体

像
を
紹
介
さ
れ
、最
後
に
「
今
後
３
年
を
目
処
に
、

三
千
億
円
の
事
業
規
模
を
目
指
す
」
と
の
方
針

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ発足

世界視点で日本市場の活性化へ▶
挨
拶
す
る
古
森
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
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イベントレ
ポート

「グリーンヒル関ゴルフ倶楽部」にて、午前9時07分か
ら7分刻み5組に分かれてゴルフ大会が開催されました。
参加者・順位は以下の通りです。

順位 参加者名 順位 参加者名

優勝 北村　英一 氏 ９位 中田　雅文 氏

準優勝 古川　　昇 氏 10位 伊藤　公一 氏

3位 岡村　雅光 氏 11位 安東　良吾 氏

4位 坂上　利治 氏 12位 山口　　誠 氏

５位 佐野　彰一 氏 13位 岡野　　功 氏

６位 岩田　克彦 氏 14位 加藤　啓介 氏

７位 吉川　　健 氏 15位 川本　嘉博 氏

８位 今尾　　進 氏

平成24年11月27日（火）に「イーオリエンタ
ルバンケット」にて理事会ののち、CGC工業
組合の忘年会が開催されました。

川本理事長の挨拶の後、今尾副理事長より
組合活性化のため、新規加入していただける会
社をご紹介下さるようお願いした後、ＦＦＧＳ
株式会社の熊谷課長様の乾杯のご発声とともに
忘年会がスタートしました。
組合員及び関連業者の皆様はおいしい食事と
お互いの情報交換、また、新しい仕事への取り
組みのなどの意見交換でディスカッションし、
お互いの交流を深めました。
中〆には加藤副理事長の閉会の挨拶と
ご出席の皆様の繁栄と健康を願い、1本締め
で閉会しました。

ビンゴ大会で景品
をもらいました。

ゴルフ大会ゴルフ大会9月 25日9月 25日

忘年会忘年会11月 27日11月 27日

ランチバイキングクルーズランチバイキングクルーズラララ
10月 20日10月 20日

～ 最近開
催された

イベント
のご紹介

 ～

乗船後お集まり頂き、理事長から挨拶があった後、今尾副理
事長から、本日の注意事項と船内の案内がありました。

占いコーナーで談笑沢山の方がご参加されました。
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報告・お知らせ Information

先日ポートメッセ名古屋で開催された「クリエーター
ズマーケット」を見に行ってきました。紙類から衣服、
小物、お菓子等々…大変幅広い商品が並んでいて、そ
の種類は多種多様でした。
何ブースかは出展者の方々とじっくりお話をしたの

ですが、どなたもご自分の作品に対しての思い入れがと
ても高く、熱い情熱がこちらにも伝わってきました。
その情熱に負けついつい色々買いすぎてしまったの

ですが、そんな中特に自分が興味を惹かれたのは『いつ
かは飛べるはず』と必死に羽ばたくペンギンのイラスト
でした。そのイラストのシールを買ったとき、出展者の
方はそのペンギンのその後も話して下さり、ペンギンは
無事大空を羽ばたいたとの事。その説明をして下さる時
の表情は、とても嬉しそうな表情をされていました。
制作物に対するクリエーターの皆様の作品への思い

入れにに感動する、心温かいイベントでした。 （山中）

記事を募集しています
本誌「GCC」では、組合各企業の紹介をさせていた
だいています。紹介したい商品・サービスや、事務所
移転、新規店舗展開などありましたら、まずは事務局
までお寄せください。

お申込み・詳細・ご不明な点等は
事務局までお問い合わせ下さい。

■ 電話
０52-962-5771

■ E-mail
gc-chubu@ai-in-ko.co.jp

デザインセミナー

� 日　時 平成25年2月16日(土)
 13:00～16:30

� 開催地 名古屋国際センター5階
 「第一会議室」
� 講　師 ウジトモコ氏
 （アートディレクター）
� 概　要 視覚マーケティングの提唱
価値ある印刷物を活かした
「売れるブランドのしくみ」

第49回新春機材展

� 日　時 平成25年1月
 23日(水)　10:00～17:00
 24日(木)　 9:00～17:00 

� 開催地 名古屋市中小企業振興会館
 「吹上ホール」

� 概　要 出展企業数100社以上、出展
小窓数300小間以上の、光文堂主催の印
機材総合展示会です。

平成25年互礼会

� 日　時 平成25年1月29日(火)
 新春講演会　16:30～
 互礼会　　　18:15～

� 開催地 名古屋栄「中日パレス」
� 講演会講師
大棟耕介氏 ㈲プレジャー企画代表取締役
� 演　題 「笑い」が組織・社内環境を変える

多数の皆様のご参加
お待ち致しております。

　　～　変化は未来への投資だ!　～
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新たな連携からテクノロジーは進化する

　　　大量印刷でも安定した
　　　　　色味と高画質を維持

1200dpix1200dpi/256 階調の高品位画像を再現する赤色ツイ
ンビームレーザーと、色味の安定性を維持する独自の特殊コー
トを施したE ドラムを搭載しています。また、現像器のエアフ
ローの効率化で熱による現像剤やトナーの劣化を抑止したほか
下エアフローの追加でトナー飛散量を低減。大量印刷でも高画
質かつ色味の安定した出力が行えます。

　　　多彩なニーズに
　　　　　応える用紙対応力

用紙の特性に合わせて定着方式やカール補正量など画質や搬送
性を調整することが出来るため、幅広い用紙に対応出来ます。ま
た、斜行レジの調整機構にモーターを追加し、斜行調整の電動化
や画像位置とズーム倍率調整を効率化することで、表裏見当調
整の時間を短縮します。

　　　　直感的な操作で
　　　　　　業務効率化を推進

直感的で使いやすいPRISMAsync コントローラーは、すべての
ジョブの運用管理を１箇所でコントロール。登録された設定や
メディアに基づいて、適切な出力プロファイルを選択し、色域を
決定します。ドライバやPC 端末のユーザインタフェースに左右
されず、すべてのジョブは同じように高精度に処理されるため、
顧客ニーズに迅速に対応することが可能です。ピーク生産時で
も処理を自在に再割り当てすることで、出力ミスの削減やス
ループットの向上を促し、作業時間の短縮につなげます。

　　　　無駄を省いた
　　　　　　正確なメディアの同期

PRISMAsync コントローラーは、すべてのオペレーターに共通
の「メディアカタログ」を搭載。設定から印刷まで一元管理され
たメディアカタログを使用することで、印刷にかかわるメン
バー間の作業指示を明確にし、設定間違いを未然に防止します。
メディアカタログの内容は、ブラウザ経由で追加、変更、削除す
ることが可能です。オペレータ全員が同じ定義済みの用紙銘柄
を扱うことで、別刷りの無駄を減らす強力な共有ツールです。
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 今号は、キヤノン株式会社様のご厚意により印刷をしていただきました。


